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1) 本稿は 2017 年 12 月 9 日、徳島大学において開催された日本フランス語フランス文学会中国・四国支部
大会で行った口頭発表をもとに大幅に加筆・修正を加えたものである。 
2) 小林秀雄「ランボオ III」『小林秀雄全集 第二巻』（新潮社、1968）、p.152。 
3) ヴァレリー『テスト氏』（1934）、ジッド『パリュウド』（1934）、アラン『精神と情熱とに関する八十一
章』（1936）、サント＝ブーヴ『我が毒』（1939）。 
4) 小林秀雄「私小説論」『小林秀雄全集 第三巻』（新潮社、1968）、p.120。 
5) 『若きウェルテルの悩み』(1774)、『告白』（1782, 89）、『オーベルマン』(1804)、『アドルフ』(1816)。 




























 小林は昭和 8 年（1933）10 月、雑誌『文学界』創刊号に「私小説について」という文を
発表した。翌年、昭和 9 年（1934）には、雑誌『文藝春秋』1 月号に「文学界の混乱」と
いう一文を載せたが、その後半は「私小説について」という独立した節となっている。さ












同 2 章 
 
同 3 章 
 
同 4 章 
 
自然 0 0 6 0 0 2 
社会 0 2 3 2 6 2 
                                                      
7) 小林秀雄「私小説論」、p.122。 











































Je forme une entreprise qui n’eut jamais d’éxemple, et dont l’exécution n’aura point 






d’imitateur.  Je veux montrer à mes semblables un homme dans toute la vérité de la 
nature; et cet homme, ce sera moi. 
Moi seul. Je sens mon cœur et je connois les hommes.  Je ne suis fait comme aucun de 
ceux que j’ai vus; j’ose croire n’être fait comme aucun de ceux qui existent.  Si je ne vaux 
pas mieux, au moins je suis autre.  Si la nature a bien ou mal fait de briser le moule dans 
lequel elle m’a jetté, c’est ce dont on ne peut juger qu’après m’avoir lu. 
Que la trompette du jugement dernier sonne quand elle voudra; je viendrai ce livre à la 
main me présenter devant le souverain juge.  Je dirai hautement : voilà ce que j’ai fait, ce 
que j’ai pensé, ce que je fus.  J’ai dit le bien et le mal avec la même franchise.  Je n’ai 
rien tu de mauvais, rien ajouté de bon, et s’il m’est arrivé d’employer quelque ornement 
indifférent, ce n’a jamais été que pour remplir un vide occasionné par mon défaut de 
mémoire; j’ai pu supposer vrai ce que je savois avoir pu l’être, jamais ce que je savois être 
faux.  Je me suis montré tel que je fus, méprisable et vil quand je l’ai été, bon, généreux, 
sublime, quand je l’ai été : j’ai dévoilé mon intérieur tel que tu l’as vu toi-même.  Être 
éternel, rassemble autour de moi l’innombrable foule de mes semblables : qu’ils écoutent 
mes confessions, qu’ils gémissent de mes indignités, qu’ils rougissent de mes miséres.  
Que chacun d’eux découvre à son tour son cœur aux pieds de ton trône avec la même 













                                                      













































                                                      
14) 小林秀雄「文学界の混乱」『小林秀雄全集 第三巻』p.58。 
15) 齋藤正直「ルソオ的自然と私小説的眞実」『文芸首都』17 巻 6 号（1949）、p.62-63。 
























































語 « nature » を小林はどのようにとらえていたのだろうか。まず、« dans toute la vérité de 
la nature » は「全く本然の眞理において」と訳されている。石川戯庵訳では「自然の眞しんを
その儘の」、生田長江・大杉栄訳では「人間ひとり素裸にして」となっており、ここでも小
林訳がオリジナルであることが明らかである。ここで « nature » は人間の「本性」「性質」
を表わすと思われるので「本然」は妥当な訳といえよう23)。ルソー（思想）において人間の
本性は善いものと考えられていたこともここで思い起こされる。次に、« Si la nature a bien 
ou mal fait de briser le moule dans lequel elle m’a jetté » は「自然の手で私が叩き込まれ
た型を、自然は毀す方が善かつたか惡かつたか」と訳されている。この万物の内在的原因
としての神である「自然」から、さらに、創造主としての神である「永遠の存在」へと、













になっている。だが、« le bleu du ciel » が「空の⻘」のみならず「⻘い空」と訳すことが可能であるよう
に、「真（まこと）の性格において」「ありのままの性質で」と意訳することも可能であろう。なお、セナ














認めていなかったと思われる « jugement dernier »「最後の審判」とか、« souverain juge »

































































                                                      





































さて、小林は昭和 14 年（1939 年）、フランスの文芸批評家サント＝ブーヴの遺稿集『我
が毒』の翻訳を出すが、この翻訳作業について、鹿島茂は興味深い仮説を提出している。 
                                                      




31) Senancour, Oberman, Lettre XXXVII, p.165.（筆者訳） 



































                                                      
33) 鹿島 茂『ドーダの人小林秀雄 わからなさの理由を求めて』（朝日新聞出版、2016）、p.56。 
34) シャトーブリアンは 1801 年にナポレオンがローマ教皇ピウス 7 世とコンコルダ（政教協約）を結んだ
翌年にタイミングよく『キリスト教精髄』を出版した。それに対して、後年、セナンクールは批判的なパ
ンフレットを書くことになる。Senancour, Observations critiques sur l’ouvrage intitulé « Génie du 

























                                                      
35) 市原豊太「辰野隆先生」『内的風景派』（文藝春秋、1972）、p.212。 
36) 小林秀雄「僕の大学時代」『小林秀雄全集 第三巻』（新潮社、1968）、p.350。 
37) 「辰野先生の書庫が僕の借出し自在の図書館であった。僕はこの図書館の本の頁を勝手に切り、丸をつ
けたり棒を引いたりしてゐた。そして返す時には、各頁毎に髪の毛と煙草の灰を入れて置くのを忘れなか
った。（辰野先生曰く、フケも、というのを忘れるな。）」小林「僕の大学時代」、p.352。「やがて原書（Obermann
のこと＝筆者注）を読みたいと思ったが、絶版らしくいくら註文しても来なかったので先生（辰野教授の
こと＝筆者注）に⻑らく拝借したこともある。」市原豊太訳『オーベルマン 上』（岩波文庫、1940）「解説」
p.15-16。 
38) 辰野隆は「先駆セナンクール」『仏蘭⻄文学（下）』（白水社、1950）においてセナンクールとボードレ
ールの親近性や虚無の問題について述べている。小林秀雄とボードレールの関係を考え合わせると、別の
「糸」が見えてきそうだが、また別の機会に譲りたい。 
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